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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、東南アジア大陸部を対象として、土地をめぐる環境保全と貧困削減の二律背反と

いう現状を、より長期的な土地利用のダイナミズムに位置づけることにより、環境保全と貧困

削減が本来的にもつ相補的な関係の再構築を目指した。村落レベルの長期的な土地利用変化分

析に基づいて、土地利用の変化の要因は、地域、国家、ローカルに区分されること、これらの

要因の不合理な妥協の積み重ねが生む合理性を再評価する必要があることを明らかにした。 

 

研究成果の概要（英文）： 
The present study aimed at reconstructing complementary relationship between 

environmental conservation and poverty mitigation in terms of land use by examining 

long-term land use dynamics at villages in the mountainous region of Mainland Southeast 

Asia. It is concluded that the careful understanding of rationality created through the 

irrational compromising process among the regional, national and local driving forces 

of land use change is a key to achieve area-specific synthesis between environmental 

conservation and economic development. 
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１．研究開始当初の背景 
 

環境保全と貧困削減は世界の諸地域にお

いて愁眉の課題となりつつある。両者は、グ

ローバルなレベルにおいては相補的な関係

にあると考えられているが、現場レベルでは

決して相補的に機能していない。両者の最大

の対立は土地をめぐる問題である。世界各地

で土地資源の有限性がすでに認識されてい

る今日、現場レベルでは環境保全と貧困削減

は二律背反に陥っている。本研究は、東南ア

ジア大陸部を対象として、土地をめぐるこの

二律背反の現状を、より長期的な土地利用の

ダイナミズムに位置づけることにより、環境

保全と貧困削減が本来的にもつ相補的な関

係の再構築を目指す。 
 
２．研究の目的 
 
（１） ベトナムやラオス等、東南アジア大

陸部諸国の複数の調査地を対象として、長期

的（資料の制約によるがおおよそ 20 世紀後

半以降）な土地利用変化を村落レベルで分析

し、その要因を解明する。 
 
（２） 調査地間の比較に基づいて、土地利

用変化のパターンの類似性と相違性を抽出

し、国レベル、地域レベルの政治経済的要因

と土地利用変化の関連性を解明する。 
 
（３） 人々の生活・生業実践としての土地

利用と今日の環境保全や貧困削減のための

プログラムが誘導しようとしている土地利

用の整合性を分析し、相補的な環境保全と貧

困削減を実現する土地利用のあり方につい

て提言する。 

 

３．研究の方法 
 
（１）研究課題の設定・共有化と研究対象地

域の選定 

現地機関や海外研究者とも十分に事前に

打ち合わせをして、研究課題に関する認識の

共有を進めるとともに、ベトナム、ラオス、

カンボジアにおいて対象地域を選定する。 

 

（２）リモートセンシング分析 

①  

1940 年代以降に撮影された空中写真、1960

～70 年代に撮影された人工衛星（コロナ）画

像、1990 年代以降に撮影された高精細人工衛

星画像（クィックバードなど）を収集する。 

②  

収集した画像資料をフィールドワークで収

集した標準点情報に基づいて位置補正した

うえで、土地被覆図や土地利用図を作成し、

土地利用変化を分析する。 

 

（３）フィールドワーク 

① RS/GIS 分析のために、対象地域に標準点

を設置して、その緯度経度を GPS で正確に測

定する。また土地被覆や土地利用の分析を容

易に進めるために対象地域を概査する。 

② 土地利用変化メカニズム分析のために、

村落のリーダーや古老を対象にして過去の

土地利用実践や居住・発展史を聞き取る。ま

た地方政府において各種統計資料を収集す

るとともに、環境保全や貧困削減のための政

府プログラムの現状に関する情報を収集す

る。 

 

（４）個別対象地域の分析と地域間比較 

対象地域の土地利用変化のパターンと要

因を地域間で比較し、その類似性と相違性を

抽出し、国レベル、地域レベルの政治経済的

要因と土地利用変化の関連性を解明する。 

 

４．研究成果 

 

（１）ラオス北部・ベン川流域の土地利用変化 

３村落を対象として、コロナ画像（1973 年）

と空中写真（1982 年、1999 年）に基づいて、

1970～90 年代の土地利用変化を明らかにし

た。その結果、３村落とも、1973 年には大部
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分（87～96％）が覆われており、農用地面積

は 10％以下だったが、1982 年には森林面積

が 41～70％、農用地面積が 13～35％となり、

その後、1999 年まで土地利用に顕著な変化が

ないことがわかった（図１）。この地域にお

ける土地利用変化の最大の要因は、内戦終結

後の社会制度が未成熟な時期における無秩

序な森林伐採や農地開墾である。社会秩序の

維持こそが、持続的な土地利用と土地利用に

おける環境保全と貧困削減の両立のカギを

握ることを示している。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図１ ラオス北部・ベン川流域・ナパタイ村

における土地利用変化 

 

（２）ベトナム北部・カー川流域の土地利用

変化 

ゲアン省コンクオン県チャオケー村を対

象として、コロナ画像（1967 年）、ランドサ

ット TM 画像（1989 年、1998 年）、ランドサ

ット ETM 画像（2005 年）に基づいて、1960

～2000 年代の土地利用変化を明らかにした。

その結果、1967 年には 95％を占めた森林面

積は、1989 年には 81％に減少し、その後、

1998 年に 87％、2005 年に 86％と回復した（図

２）。1980 年代末あるいは 1990 年代前半を境

とする森林減少過程から森林増加過程への

転換は、1980 年代後半以降のベトナム政府の

森林保護政策が、地方政府のみならずマスメ

ディアや流通業者を通じて、一貫したメッセ

ージとして地域住民へと伝達されたからで

ある。国家レベルと村落レベルの意思決定の

齟齬を最小限に抑制するために、政府の明確

な政治的意思をさまざまな手段によって繰

り返し住民に伝えることの重要性を明らか

にした。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ ゲアン省コンクオン県チャオケー村

における土地利用変化 

 

（３）地域間比較 
① 土地利用変化の要因は、ローカル・レベ

ル、国家レベル、地域レベルに区分するこ

とができる。ローカル・レベルの要因は人

口動態や商品作物・農業技術の導入等、国

家レベルの要因は戦争や政治体制・経済シ

ステムの転換等、国レベルの制度・政策の

変化、地域レベルの要因は資本主義・市場

経済の浸透や統治制度の近代化等の社会経

済変動である。 

② これら３つの要因が整合的に作用する

場合には、土地利用が円滑に調整される。

1990 年代後半以降のベトナム北部がその典

型例である。ローカル・レベルにおける農

業集約化技術の導入による焼畑農耕から常

畑農耕への転換、国家レベルにおける農民

の土地使用権確立と造林事業の推進、地域

レベルにおける森林保護政策の展開が、多

様な土地利用形態の農地と森林の二区分へ

の収斂を促進した。その結果、ベトナムは、

東南アジア諸国で初めて、森林面積の減少

傾向を食い止めることができた。 

③ ３つの要因を踏まえて、どのような土地

利用が最も望ましいのかを一義的に判断す

ることはできない。それはローカル社会、

国家、地域社会のせめぎ合いという不合理

な妥協の積み重ねによって生まれる合理性

に基づいて判断されるべきものである。 
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